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１ 「山・海・島」体験活動を通じて育てたい児童の姿 

美木原小学校は，平成 29 年度に４つの小学校が統合してできた学校です。学校が統合したこと

で，新たに人間関係を構築していくことが必要です。そのために，友達の良さを積極的に見つけて

いくようにさせています。 

「山・海・島」体験活動では，集団での生活の中で，児童が元の学校での人間関係を引きずって

いる自分に気付き，仲間内の狭い人間関係の殻を破り，関わりの少なかった友達の新たな一面を見

つけ，児童が人間関係を広げていくことができる児童を目指しました。 

 

２ 「山・海・島」体験活動の概要 

（１）目標 

   「Ｔｒｙ！～やってみよう～」 

   ○学校や家庭，普段の学校では体験できないことを積極的に体験する。 

   ○新たな友達の一面を見つけることで，新たな人間関係を構築する。 

     

（２）３泊４日の主な内容 

    午前 午後 夜 

１日目 
入所式・オリエンテー

ション 

ＳＡＦ 

（人間関係づくり） 
星空観察 

２日目 スポーツ 野外炊さん スタンツ練習 

３日目 ウォークラリ― 土器づくり キャンプファイヤー 

４日目 作文 帰校式  

 

３ 体験活動の指導の工夫 

（１）グループづくり 

  内容：３つのグループ編成を準備 

   指導の工夫：できるだけ同じ人と同じ班にならないようにし，多くの友人とかかわるように

する。 

 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 

グ
ル
ー
プ
の
編
成 

    

○１日目に，人間関係プログラムを配置し，励ましたり，励まされたりする体験や仲間と 

ともに失敗を克服する体験等を通して，協働することの意味を具体的に学ぶ。 

協調性・柔軟性 

尾道市立美木原小学校 校長：杉原 しのぶ【施設泊】県立福山少年自然の家 

新たな人間関係を構築していく体験活動 

新グループ① 

スポーツ 

野外炊事 

SAF（人間関係プ

ログラム） 

作文 

振り返り 

新グループ② 

ウォークラリー 

土器づくり 

基本となる班 
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○２・３日目に，意図的に前日と異なるグループを編成し，新たなメンバーで体験活動を

行う。 

○４日目に，これまで，それぞれのメンバーで行った体験活動を振り返り，自分が他者と

どのように関わってきたかという観点から，自分が頑張ったこと，足りなかったこと，

できたこと，できなかったことを振り返る。 

 

（２）誰もが参加できる体験活動の選択 

○体育的体験活動 

  内容：SAF（人間関係づくり），スポーツ（カローリング），ウォークラリー 

指導の工夫：○体を動かすことが得意・不得意，技能の優劣，性別，体格，運動能力などに関

わらず，自己の力を発揮できる場面がどの児童にも均等にあり，一人一人が役

割を持って参加意識が生まれるような活動を選択する。 

○各ゲーム・活動ごとに，作戦タイムを設け，グループの意思決定に全ての児童

が参画できるようにする。 

   

（例）カローリング 

   カローリングとは，特別な技術や力を必要とせず，簡単なルールと使

いやすい用具を用いて，子供から高齢者，性別，体格，運動能力，障害

の有無を問わず，誰もが参加し楽しめるスポーツである。 

   作戦タイムを活用し，全員で分担して様々  

な角度からジェットローラの配置を正確に把 

握し，ジェットローラを投げるコースや，ど 

のジェットローラをどの順番ではじき出すか 

等を相談して決める。  

 

○文化的体験活動 

内容：星空観察，野外炊飯，土器づくり，キャンプファイヤー 

指導の工夫：○結果の優劣を競うのではなく，活動のプロセスを大切にし，相互によさを認め

合える活動を選択する。 

  （例）土器づくり 

  ○体験活動の目標を説明し，講師から一方的に情報を与

えるだけの土器づくりにならないよう考える場面を設

定するとともに，全員が参加できるようなよう依頼す

る。 

○現物の土器から，土器づくりの手順や作成方法，どの

ような道具を使っていたかを想像し，先人の知恵に気

付かせる場面を設定する。 

○郷土資料館から専門家を派遣してもらい，弥生土器の

断面や焼き跡などを観察することを通して，弥生人たちが，どんな工夫をして土器を作成し

ていたのか推測することで，弥生人たちの持っていた知恵・技術に挑戦する。 

（３）自分が設定した目標を，共通の観点から振り返る 

内容：事前にそれぞれの体験活動の目標を設定させる。 

   指導の工夫：○各体験活動の直前に，事前に設定した目標を見直して，修正させる。 

         ○各体験活動の終了ごとに，振り返りの時間を設定する。 

          振り返りの３つの観点を設定 

          ・一生懸命（最後までやり切ることができたか） 

          ・安全（危険の回避） 

          ・フェア（自分のためにもなり，みんなのためにもなるよう行動できたか， 

周囲への配慮，他者を肯定的に受容したか） 
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 しおりの内容 

≪３日目：土器作り体験≫目標  

事前：教えてくださる方の話をよく聞いて，昔の人と同じような土器を完成させる。 

当日：困っている友達がいたら，声をかけるようにして，全員が成功できるようにする。 

○目標を達成できましたか？ 

学習のまとめ（感想・気づき・学んだこと等） 

 すぐにできるだろうと思っていたけれど，昔の人と同じように空気を入れないようにしたら，うすくなりすぎて

形が悪くなり，自分が思うようにはなかなかできませんでした。館長さんが「何度でもやり直すことができる材料

だから，失敗しても大丈夫。やり直したぶん，技術があがるから。」と言われました。同じように困っている友達に

も，教えてもらったことを伝えながら仕上げていきました。 
 

  

粘土で細長い形を作って積み上げていく方法をとることで，土器と同じ形が作られていくことを，実際に作りながら理

解していきました。造形が苦手な子供もいましたが，作っていく内に，個性豊かな作品が出来上がりはじめました。お互

いの作品を見合い，ほめ合う言葉もあちらこちらから聞こえてきました。お互いを認め合う，新たなその子の良さが発見

できる活動になりました。 

できあがった子から，自然と観賞会になりそれぞれできあがった作品の良さを確かめ合っていました。「〇〇君の芸術

作品じゃ！」「プロみたいに仕上がっとる！」「〇〇ちゃんのかわいいね。」それぞれぐるっと見て回る姿はとて も楽し

そうでした。 

 

（４）事後指導 

音楽コンクールに向けて，また，音楽コンクールが終わった後にも，Being シートに書き

加えを行い，常に見えるところへ貼って意識できるようにしている。 

    

「〇〇君、すごい集中しとる！」 

「〇〇君のやつ，すごい！」 

「えっ、見せて見せて！」 

「ほんまじゃ、すごい！！ 真似しよう！」 

「笑顔で楽しむ」，「最後まであ

きらめない」，「相手のことを思

う」，「先生に言われなくても自分

で行動する」などを追記した。 

「〇〇君の土器は芸術品じゃあ。」 

「○○さんの土器はかわいいね。」 
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４ 取組による成果 

（１）保護者の評価検証アンケートにおける数値の伸び 

 
（２）多くの人とかかわったことで得られた人間関係の改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）事後の取組 

宿泊学習で「達成感を感じた」「一生懸命になること」「協力すること」などを学習発表会や音楽

コンクールなど，学校行事のたびに思い起こさせ意識の向上，統一を図ることができました。 

 

 

 

 

 

 

   

音楽コンクールでのクラスの様子（学年通信「TRY」）   感謝の手紙を送った児童の様子（学年通信「TRY」） 

 
 

大
切
な
二
つ
の
こ
と 

 

尾
道
市
立
美
木
原
小
学
校 

五
年 

坂
上 

照
元 

「
も
う
終
わ
り
な
の
か
、
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
な
あ
。
」 

 

ぼ
く
は
、
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
そ
う
思
っ
た
。
三
泊
四
日
の

「
山
・
海
・
島
」
体
験
活
動
は
、
毎
日
笑
顔
で
過
ご
す
こ
と
が

で
き
、
す
ぐ
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
た
。 

こ
の
宿
泊
学
習
で
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
は
、
「
協
力
」
だ
。
一
人
で
で
き
な
い
事
も
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

か
ら
だ
。 

 

「
協
力
」
を
す
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
を
、
ぼ
く
は
二
つ
考

え
た
。 

 

一
つ
目
は
、「
お
た
が
い
の
こ
と
を
わ
か
り
合
う
こ
と
」
だ
。 

宿
泊
学
習
の
一
日
目
、
ぼ
く
ら
は
サ
ー
フ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
し

た
。
こ
の
活
動
の
目
的
は
，
「
友
達
と
の
仲
を
深
め
，
お
互
い

を
も
っ
と
わ
か
り
合
う
」
こ
と
だ
っ
た
。
美
木
原
小
学
校
は
，

四
つ
の
学
校
が
集
ま
っ
て
二
年
目
の
学
校
で
，
僕
た
ち
も
ま
だ

新
し
い
友
達
と
出
会
っ
て
二
年
目
だ
。
去
年
よ
り
は
み
ん
な
仲

良
く
な
っ
て
は
き
て
い
る
け
れ
ど
，
ま
だ
少
し
み
ん
な
が
ま
と

ま
っ
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
た
。
サ
ー
フ
の
活
動
で

は
，
言
葉
を
使
わ
ず
に
グ
ル
ー
プ
で
集
ま
る
場
面
が
あ
っ
た
。

最
初
は
，
男
女
で
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
が
で
き
た
り
，
仲
の
良

い
友
達
と
し
か
グ
ル
ー
プ
に
な
れ
な
い
で
い
た
が
，
最
後
に
は

男
女
関
係
な
く
，
仲
が
良
い
も
関
係
な
く
一
つ
の
輪
が
で
き

た
。
最
初
は
，
み
ん
な
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た

け
ど
，
一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
く

う
ち
に
，
み
ん
な
が
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
り
，
周
り
を
良
く
見
て
声
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
か
ら
だ
と
思
う
。
今
ま
で
あ
っ
た
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い

い
と
い
う
気
持
ち
が
み
ん
な
を
考
え
る
行
動
に
変
わ
っ
た
。 

二
つ
目
は
，
「
何
で
も
一
生
懸
命
に
す
る
こ
と
」
だ
。 

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
し
た
時
、
ぼ
く
が
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
こ
ま

を
ど
こ
に
投
げ
る
か
迷
っ
て
い
る
と
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
あ
そ
こ
に
投
げ
た
ら
？
。
」 

「
相
手
の
こ
ま
を
は
じ
い
た
ら
？
」 

「
こ
こ
に
向
か
っ
て
投
げ
て
！
」 

と
、
友
達
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
た
り
、
手
伝
っ
て

く
れ
た
り
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
ぼ
く
た
ち
の
チ
ー
ム

は
見
事
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
し
、
も
っ
と
友
達
と
仲
が
良
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し

た
。
な
ぜ
、
友
達
は
ぼ
く
を
助
け
て
く
れ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
チ
ー
ム
の
み
ん
な
が
一
生
懸
命
プ
レ
イ
し
て
い

た
ぼ
く
を
応
え
ん
し
た
い
と
思
っ
て
く
れ
た
か
ら
だ
と

思
う
。
ぼ
く
も
友
達
が
一
生
懸
命
し
て
い
る
所
を
見
る

と
、
自
然
と
応
援
し
て
い
た
。
一
生
懸
命
だ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
力
を
も
ら
っ
た
り
、
与
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
う
。 

宿
泊
学
習
で
は
他
に
も
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
や
野

外
炊
さ
ん
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
た
く
さ
ん
の
活

動
が
あ
っ
た
。
振
り
返
る
と
、
「
お
た
が
い
の
こ
と
を
わ

か
り
合
う
」
「
一
生
懸
命
」
は
全
部
の
活
動
に
絶
対
に
必

要
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
が
き
ち
ん
と
そ

ろ
っ
て
い
た
か
ら
、
宿
泊
学
習
が
と
て
も
楽
し
く
て
短
く

感
じ
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
る
。 

「
み
ん
な
、
音
コ
ン
の
練
習
す
る
か
ら
、
昼
休
に
集
ま
っ

て
ね
」 

 

宿
泊
学
習
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
男
女
関
係
な
く
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
の
練
習
を
し
た
り
、
何
事
も
一
生
懸
命
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
み
ん
な
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。 

「
協
力
」
に
は
「
お
た
が
い
を
わ
か
り
合
う
」
「
何
事
も

一
生
懸
命
」
の
二
つ
が
大
切
だ
。
こ
れ
は
、
校
長
先
生
が

い
つ
も
ぼ
く
た
ち
に
言
っ
て
く
れ
る
「
み
ん
な
が
や
る
、

み
ん
な
で
や
る
」
と
い
う
言
葉
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
二
つ
の
言
葉
を
大
切
に
し
て
、
も
っ
と

い
い
ク
ラ
ス
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
、

来
年
ぼ
く
た
ち
が
最
高
学
年
に
な
っ
た
と
き
に
は
学
校

全
体
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

（ﾎﾟｲﾝﾄ） 保護者回答アン

ケートが，実施後か

ら最終の全ての項

目について，伸びを

示しています。 


